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* いろはにアサッチ＃21 「な」 *
～泣きっ面に蜂～

　「な」は、江戸では　「泣きっ面に蜂」で、苦痛で泣いているところへ、更
に蜂がやってきて苦痛を与えるということから、苦痛・不幸・不運といった
悪い状況の中、更に悪いことが起きるさまを表す言葉。大阪では「習わぬ経
　　　　　　　　は読めぬ」で、学んだことのないことは、やれと言われて
　　　　　　　　もできるものではないということ。京都では「済す時の閻
　　　　　　　　魔顔」で、他人から金品を借りるときはにこにこしている
　　　　　　　　が、返済するときには渋い顔をするという意味。いますよ
　　　　　　　ね、こんな人。貸してる方が遠慮しちゃったりしてね・・・

伝えています。皆さんのこころ
　前回は災害時の注意点を特集しました。正直、発行したときは今更必要ないかな、と思いましたが、
とんでもなかったですね。まだ強い余震が続いています。不安な状況下で生活をされている被災地の
方々の心労を思うと堪りません。本当にお見舞い申し上げます。当店も現在ハローワークに震災被災
者求人を掲出し、仕事と住居の提供を申し出ております。しかし、現地ではボードに求人を張り出す
のがやっとのことだそうで未だ採用には至っておりません。引き続き募集活動をしていく所存です。
　私たちは販売店といえどもジャーナリズムの一端を担う者として常に各発行本社に地域の情報を
アップしております。今回の震災において伝え続けている情報は、用賀の「田舎のごっつお」とそれ
に関わる用賀商店街、用賀地域の活動状況です。私たちが伝えた情報がニュースバリュー有りと判断
され発行各本社の記者が取材し各紙面に掲載されました。今回はその特集です。
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　用賀ですっかりお馴染みになった陸前高田市
のアンテナショップ 「田舎のごっつお」。 その店
頭にはかつていい匂いを漂わせていた 「ホタ
テ」 をはじめとする海産物の姿はありません。
そして、 これからしばらくは陸前高田の海産物
を食す機会は難しそうです。こんなことならもっ
とホタテやサンマを食べておけば良かったと後
悔しています。 残念！大震災直後はまだストッ
クがあったようですが、 今のような状況を予見
された熱心な 「ごっつおファン」 の方々が次々
と訪れ励ましの言葉とともに商品を購入してく
ださりあっという間に売り切れたそうです。

弊社は、 ３月１１日直後から 「田舎のごっつお」 の状況や、 震災に対しての商店街 ・町会
の取り組みを朝日新聞本社担当記者に逐次報告。 商店街関係者の陸前高田訪問も本社
の素早い対応で記事にすることができました。
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　東京の地元紙 「東京新聞」 の 「今で
きることー被災地とともにー」 に用賀商
店街と 「田舎のごっつお」 の関係や震
災後の用賀地域の取り組みやイベントの
記事が掲載されました。 「田舎のごっつ
お」 を支えていくことも復興のお手伝い
のひとつになると思います。

田舎のごっつお
村上店長奮闘中！
　先日、 用賀商店街事務所

の前で 「田舎のごっつお」

の村上店長さんにお会いしま

した。 村上店長さんは 「皆さ
んからのお心遣いや励ましのお言葉をたくさんかけ

て頂き本当にありがたかった。 これからは復興に向

けて頑張っていきます。」 と、 作業の手を止めて語っ

てくださいました。 お会いした日は、 津波に流され

ずに済んだ倉庫から見つけたレトルトの 「ヤーコンカ

レー」 の真空パックをひとつひとつ丁寧に泥を落と

していました。 箱はふやけてダメになってしまいまし

たが中身は大丈夫。 陸前高田の特産品ヤーコンの

入ったカレーを是非食べてほしいとのことです。 「田

舎のごっつお」 へ GO!

泥のついた真空パックと
それを洗う村上店長


